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］資 料 九州大学大型計算機センタ ー 1969-2 

プログラムライブラリについて

九州大学大型計算機センクーでは、広報教育委員会において現在プロ グラムラ イプラリ の収集管理

について検討を行なっています。

公表の方法については次の 3段階のものを考えています。

(1) 利用の手引ぎに一覧表と簡単な利用方法を褐載する。

(2) ライプラリ説明書として制限、精度、バラメ ー クの説明 、計算方法等かなり くわしい内容

のものを作成する。

(3) ソース・プログラムのリストを含めたくわし い内容のライプラリ集を作成する。

(2)については広報に順次その内容を掲載いたします。

(3)忙ついては、充分な検討を要しますのでかなりおそい時期になるものと思われます。

センク ーとしては、今後共同利用の目的に沿うライプラリ用のプログラムを開発する予定ですが、

当分は富士通が作成したSSL(科学用サプJレーチンライプラリ）に限られます。ライプラリの分類

についても現在検討中です。

FORTRAN 

呼 出 し 名
プ 口 グ ラ ム 名

単精度 倍精度

完全楕円積分第一種 CELI 1 

完全楕円積分第二種 CELI 2 

指数積分 DEXPG 

ガンマ函数 I'n (ェ） GAMMAN 

ガンマ函数 r (X) GAMMA1 

誤差函数 誤差 ERF D ERF 

誤差函数 余誤差 ERFC DERFC 

LOGe N! LNKAI DLNKAI 

フレネル積分 DFRES 

正弦積分 DSI 

余弦積分 DOI 

第1種ペッセル函数J。（ X) DBE SJ。

第1種ペッセル函数JI (X) DBESJ1 

第2種ペッセル函数Y。 （:r) DBE SY。

第2種ペッセル函数Yt (X) DBE S Y1 

変形ペッセル函数第1種 I。 （X) DBESI。
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呼 出 し 名
プ ロ グ ラ ム 名

単精度 倍精度

変形ペッセル函数第 1種 II (:x:) DBESl1 

変形ペッセル函数第2種Ko (:r) DBESK。

変形ペッセル函数第2種K1 (:z:) DBE SK1 

LEGENDREの多項式 DLEGD 

ベキ級数 BEK I DBEKI 

数値微分 LAGRANGE DI FLA DDIFLA 

数値積分 SI MPS ON・J{：則 SI MP DSIMP 

数値積分 GAUSS積分 GAUSS DGAUSS 

代数方程式3次CARDANO法 OARDN DCARDN 

代数方程式4次FERRARI法 FERRA DFERRA 

代数方程式高次BAIRSTOW法 BAI R1 DBAIRI 

代数方程式高次REGULAFALSI法 REGFL DREGFI』

複素係数多項式の根NEWTON法 CNWTN DCNWTN 

連立一次方程式 GAUSS SEIDEL法 GAUSE DGAUSE 

連立一次方程式 GAUSS消去法 GAUEL D GA UE L 

連立一次方程式SWEEPOUT法 SWEEP DSWEEP 

複素係数連立一次方程式 SWEEPOUT法 CSWEP DC SWE P 

三項方程式 TRIDAG 

微分方程式 RUNGE KUTTA GILL法 RKG DRKG 

連立微分方程式 RUNGE KUTTA GILL法 SRKG DSRKG 

行列演算加算 MADD DMADD 

行列演算減算 MSUB DMSUB 

行列漬算乗算1 MMUL1 DMMUL↑ 

行列演算乗算2 MMUL2 DMMUL2 

行列演算転置 MTRNS DMTRNS 

行列演算 ・単位行列 MUNIT DMUNIT 

行列の印刷 MPRT ,DMPRT 

行列式の値 MDET DMDET 

逆行列 SWEEPOUT法 MINV DMINV 

固有値。固有ペクトルJACOBI法 JACOB DJAOOB 

固有値 •FRAME DFRAME 

固有値複素係数行列 GREDT DGREDT 

固有値・固有ベクトルHERMITE行列 HERMT DHERMT 

非対称固有値•固有ペクトル DANILEVSKII法 DANEW DDANEW 
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呼 出 し 名
プ ロ グ ラ ム 名

単精度 倍精度

フーリェ級数 cos分解 DCOFO 

フーリェ級数 SIN分解 DS I FO 

フーリェ級数 cos合成 DCOASS 

フーリェ級数 SIN合成 DS IASS 

最小2乗近似 DLSTSQ 

最良多項式近似 DBSTAP 

ラグランジュ補問 LAG DLAG 

チェビシェフ近似1 CHEB DCHE B 

チェピシェフ近似2 TINT DTINT 

多項式の演算加算 POADD DPOADD 

多項式の演算減算 POSUB DPOSUB 

多項式の演算乗算 POMUL DPOMUL 

多項式の演算除算 PODIV DPODIV 

正規乱数 NORRN 

ポアソン乱数 POISSN 

二項係数 COMB DCOMB 

ALGOL(OPEN郡）

呼 出 し 名
プ ロ グ ラ ム 名

単精度 倍精度

完全楕円積分第1種 A.CELI1 A.DCELI1 

完全楕円積分第2種 A.CELI2 A.DOELl2 

指数積分 A.DEXPG 

ガンマ関数I'n(:r) A.GAMMAN A. DGAMMAN 

ガンマ関数r (X) A.GAMMA1 A. 00.AMMA 1 

誤差関数誤差 A. ERF A.DERF 

誤差関数余誤差 A. ERFC A.DERFC 

LogeN! A.LNKAI A. DLNKAI 

フレネル積分 A.DFRES 

正弦積分 A.DSI 

余弦積分 A.DOI 

第 1種ベッセル関数J。(X) A. DBE SJ。
第 1種ベッセル関数ふ （x) A. DBESJ1 
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プ ロ グ ラ ム 名
呼 出 し 名

単精度 倍精度

第2種ベッセル関数Y。（X) A.DBESY;。
第2種ベッセル関数Y1 (x) A. DBESY1 

変形ベッセル関数第 1種I。（X) A.DBESI。
変形ベッセル関数第1種 I1 (:r) A. DBES 11 

変形ペッセル関数第2種K。（X) A.DBESKo 

変形ペッセル関数第2種K1 （ェ） A. DBESK1 

Legend reの多項式 A.DLEGD 

ペキ級数 A.BEK! A.DBEKI 

数値微分Lagrange A.DIFLA A.DDIFLA 

数値積分 Simpson¼則 A.SIMP A.DSIMP 

数値積分Gauss積分 A.GAUSS A.DGAUSS 

代数方程式3次Cardano法 A. CARDN A. DCARDN 

代数方程式4次Ferrari法 A..FERRA A.DFERRA 

代数方程式蕎次Bairs low法 A.BAIR1 A。DBAIRI

代数方程式高次Reg u I a Fa I s i法 A。REGFL A.DREGFL 

複素係数多項式の根Newton法 A. CNWTN A.DCNWTN 

連立一次方程式Gauss Se i de I法 A.GAUSE A.DGAUSE 

連立一次方程式Gauss消去法 A。GAUEL A.DGAUEL 

連立一次方程式Sweep 0 U t法 A. SWEEP A.DSWEEP 

複素連立一次方程式Sweep 0 U t法 A.CSWEP A.DCSWEP 

三項方程式 A。TRIDAG A,DTRIDAG 

微分方程式Runge Ku t t a Gi I I法 A. RKG A.D RK G 

連立微分方程式Runge Ku t ta Gi I I法 A. S RKG A.DSRKG 

行列演算加算 A.. MADD A.DMADD 

” 減算 A.MSUB A.DMSUB 

” 乗算1 A。MMUL1 A.DMMUL1 

” 乗算2 A.MMUL2 A.DMMUL2 

II 転置 A。MTRNS A,DMTRNS 

II 単位行列 A.MUNIT A,DMUNIT 

行列の印刷 A.MPRT A.DMPRT 

行列式の値 A.MDET A.DMD ET 

逆行列Sweep 0 U t法 A,MINV A.DMINV 

固有値・固有ベクトルJacobi法 A。JACOB A.DJAOOB 

固有値 •Frame 法 A. FRAME A。DFRAME
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呼 出 し 名
プ ロ グ ラ ム 名

単精度 倍精度

固有値複素係数行列 A,GREDT A.DGREOT 

固有値・固有ベクトルHermite法 A.HERMT A.DHERMT 

非対称・固有値・固有ペクトルDan Ilevski法 A.DANEW A.DD ANEW 

フーリェ級数 Cos分解 A.COFO A.DOOF°O 

” Sin分解 A.SIFO A.DSIFO 

” Cos合成 A.COASS A.DC OAS S 

II Sin合成 A.SIASS A.DSIASS 

最小2乗近似 A,LSTSQ A.DLSTSQ 

最良多項式近似 A.BESTAP A.DBESTAP 

ラグランジェ補間 A.LAG A.DLAG 

チェピシェフ近似1 A.OREB A.DCHEB 

” 2 A.TINT A.DTINT 

多項式の演算加算 A.POADD A.DPOADD 

“ 減算 A,POSUB A.DPOSUB 

” 乗算 A.P◊MUL A.DPOMUL 

II 除算 A,PODIV A.DPODIV 

正規乱数 A NbRRN A。DNORRN

ポアソン乱数 A POISSN A.DPOI SSN 

二項係数 A COMB A。DCOMB

ALGOL(CLOSE型）

徴値微分Lagrange CLOSED I FLA CLOS EDD I FLA 

代数方程式3次Cardano法 CLOSECARDM CLOSEDCARDN 

代数方程式 4次Ferrari法 CL◊SEFERRA CLOSEDFERRA 

代数方程式高次Bairsto叫去 CLOSEBAIRI OLOSEDBAIRI 

複素係数多項式の根Newton法 CLOSENEWI'ON 

連立1次方程式GaussSe i de t法 CL◊SEGAUSE CLOSEDGAUSE 

連立1次方程式Gauss消去法 OLOSEQAUEL CLOSEDGAUEL 

連立 1次方程式Sweep 0 U t法 CLOSESWEEP CLOSEDSWEEP 

複素係数連立 1次方程式Sweep 0 U t法 CLOS ECSWEEP 

固有値・卑有ベクトル Jacobi．法 CL OS EJ AC.OB CWSEDJACOB 

固有値Frame OLOSEFRAME 010S EDFRAME 

固有値•複素行列 CIDSEGREENST.ADT 
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プ グ 名
呼 出 し 名

ロ ラ ム
単精度 倍精度

固有値・固有ペクトルHermit行列 CLOSEHERMT 

非対称固有値・固有ベクトルDanilevskit行列 OLOSEDANEW 

固有値及び固有ベクトル CLOSELPOWER 

最小二乗近似 CLOSELSTSQ 010S EDLSTSQ 

最良多項式近似 CLOSEBSTAP CLOSEDBSTAP 

チェピシェフ近似1 CLOSECHEB1 CLOSEDCHEB1 

チェピシェフ近似2 CLOSETINT CLOS EIYI'I NT 

利用者用マニュアルについて

九州大学大型計算機センクーに設置されているFACOM230-60電子計算機組織を利用して、

プログラミングを行なう場合に参考となるマニュアルについて説明します。

科学技術計算を行なう場合に使われる言語として、コンバイラ言語であるFORTRAN,ALG

01と、アセンプラ言語である FASPがあります。

FA COM 2 3 D -6 D FORT RANはJISFORTRAN水準7D D Dを包含するように作

られたもので、 FACOM230-6DALGOLはJIS506DALGOLを基にして作られた

ものですn

FORTRAN.ALGOL あるいはFASPを使って標準的なジョプを依頼する場合は、セン

クー側が作成するジョプ制卿マクロを使うことになるのでオペレーティング・システムに関して特別

の知識は必要ありません。

しかし、ジョプ制御マクロを使わないで特殊な操作を必要とするジョプを依頼する場合（特に FA

SPを使うような場合）は、オペレーティング・システム あるいはハードウェアに関する知識が必

要となりますので、それぞれ個々のマニュアルを参照して下さい。
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参考となるマニュアル一覧表

ジョプ種別 使用言語 対 象 者
(PACOM230-60) 
マニュアル名

FO liT RAN ．）プログラミングの経験のな い人 (l)FORTRAN 

＼電子計算機に関する知識のない人 プログラミング入門編

セ ）プログラミングに多少の経験がある人 (2).l<'OR'l'RAN 
ン ) (1)をすでに読んだ人 フbグラミング解説編(I)
夕

)FORTRANによるプログラミングに十分I (3)FO凡l'RAN
作 な経験をもつ人 プログラミング解説編(I])
成 ii) (2)をすでに読んだ人
の
．；； FOH,TRANによるプログラミング贋頚飯あり (4)FORTRAN 

ヨ FORTRAN言語の文法体系を知りたい人 プログラミング文法書

プ ALGOL i)プログラミングの経験のない人 (5)A LGOL 
制

御 ii)電子計算機に関する知識をもたない人 フbグラミング入門書

マ i)プログラミングに多少の経験がある人 (6)ALGOL 
ク ii) (5)をすで忙読んだ人 プログラミング解説編
ロ

を ALGOLによるプログラミングの経験があり (7)AL GO L 

使 ALGOL言語の文法体系を知りたい人 プログラミング文法書

つ FASP i)プログラミ ングの経験がない人
た (8)FAS P 

標 ii)電子計算機に関する知識のない人
プログラミング入門編

準 i) ii)でFASPプログラミング忙関する基礎
的 知識を得たい人
；̀； 
ヨ

i)プログラミングに多少の経験がある人 (9) FAS P 

プ ii) (8)をすでに読んだ人 プログラミング解説編

FASPによるプログラミングの経験があり、 叫 FASP 

FASP言語の文法体系を知りたい人 フbグラミング文法書

FASP ファイルを使用したり、特殊な入出力機器を 各言語の解説編に加

ALGOL 使用する等センター側で作成したジョプ制御 えて

FowrRAN マクロを使わないでプログラミングする人

(lOMONITORVシステム
特 解肘編(T)
殊

(12)MONI TORY・ンステム
な

解説編(ID
；`； (13)L IED文法書
ヨ

(14)、ジョプ制御言語
プ

文法書

⑮ LIBE文法書

(16)データ管理文法書

(1りシステムマクロ定義集

(18)ハードウェア解説書
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(1) F 2 3 O -6 O FORTRANプログラミング入門編

電子計算機を初めて学ぶ人を対象とした入門書で、電子計算機忙ついての初心者がFORTRA

Nプログラミングをする際に最低限知っておかなければならない事項について記述されていますc

電子計算機についての華本知識忙ついてまず概説し、 FORTRANkよるプログラムの構造と

書き方等の基本プログラミング、基本的な文等について、例顆、演習をもりこんで解説してありま

す。

又、実際忙計算機忙プログラムを実行させる際忙必要となる操作方法についても、茎本的なもの

に関しては書かれています。

(2) F 2 3 D -6 O F OR T RANプログラミング解説編(I)

FORTRANによるプログラミングに多少の経験を持ち、 FORTRANの基礎知識を持って

いる人を対象に書かれています。

F230-6DFORTRAN文法のうち、一般的に使われるほとんどの機能忙ついて解説した

ものです。文法的にはJISFORTRAN(水準 7D D 0)はほ底含まれています。

操作方法に関してもデバッグ文、ジョプ制御言語等一般的なものに関しては解説してあります。

又、 FORTRAN用のライプラリプログラムの一覧表（簡単な説明を含む）、エラーメッセー

ジの一覧表とその意味っ簡単な説明も加えてあります。

(3) F 2 3 D -6 D FORTRANプログラミング解説編([])

FORTRANプログラミングに十分な経験をもっている人、あるいはF23D-6DFORT

RAN解説編(I)をすでに読んだ人を対象として書かれたもので、 F230-6DFORTRAN文

法のすぺてについて解説してあります。解説編(I)の内容に加えて解説編(I)に含まれていない特殊な機能

（記憶装置内でのデータの転送、入出力忙関する特殊な文等）について、また、デバッグ文、コンパ

イラヘの指示の仕方、 FASPとの結合、ジョプ制御言語等についても解説してあります。

(4) F230-60FORTRANプログラミング文法書

F230-6 □FORTRANの文法に関して、プログラムの形式、プログラムによって処理さ

れる入カデークの書き方、プログラムの意味を解釈するための規則、プログラムによって生ずる出

カデータの形式忙ついて規定したものです。

(5) F 2 3 O -6 O A L G O Lプログラミング入門書

電子計算機に関する初心者を対象として書かれていますので、初めてプログラミングをしようと

する人は、これを読むことによって、 ALGOLプログラミングの墓本的な手法を修得できます。

霞子計算機に関する巷礎知識について解説し、 ALGOL言語と ALGOLによるプログラミン

グの手法の墓碇に関して、茎本的なプログラムの構造、記述の仕方、実際に問題を処理する際に

使われる甚本的な手法について、わかりやすく解説してあります。

又、プログラムを計算機に実行させる際に必要となるジョプ制御言語のうち、甚本的なものにつ
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いてもふれてあります。

(6) F 2 3 O -6 O A L GO Lプログラミング解説編

ALGOLによるプログラミングに多少の経験を有する人を対象として書かれています。

FACOM2 3 0-6 OALGOLの文法の全部を含めて、高度なプログラミング・テクニック、

更に、 ALGOLの特殊な使い方、操作方法等に関してのプログラム・デバッグ用の手続き、実行時

に発生するエラー処理、 FASPとの結合、制御データ、ジョプ制御言語について解説してありま

す。

又、 ALGOL用のライプラリプログラムの一覧表と簡単な説明、 F230-60ALGOLとJIS

5060ALGOLとの相違点についての説明も加えてあります。

但し、現在発行されている ALGOL解説編 (EX -O 5 1-2 -1)の第 15章ライプラリ プロ

グラムの項は全面変更になります。ライプラリプログラム一覧忙ついては、 「プログラムライプラ

リについて」を参照して下さい。

(7) F 2 3 0 -6 O A L G O Lプログラミング文法書

F230-60ALGOLはJIS5060ALGOLを基にして作られたものですが、この本

ではF23D-6DALGOL文法を、 JI S 5 0 6 0 ALGOLと比較させながら茎準言語によ

って規定したもので、 ALGOL文法をまとめたものです．

(8) F 2 3 D -6 D FA S Pプログラミング入門編

初めてプログラミングを勉強する人を対象として、プログラミングとはどういうものかというこ

とを中心に解説した入門書です。

まず前半は、プログラムとはどういうものかということについて述ぺ、電子計算機の構成、命令、

プログラム言語、プログラムの処理過程、情報の表現形式等について概説し、プログラミングはど

のような順序でするのか、その手順についてくわしく述ぺてあります。。

後半には、 FASP文法について、プログラムの流れを中心として説明し、最後にプログラムと

モニクーの関係について解説してあります。

(9) F 2 3 D -6 0 FA S Pプログラミング解説編

FASPプログラミング入門編を理解している人及びすでにプログラミングについて経験のある

人を対象としてFASP文法を解説したものです。

FASPがどういうものであるかという事について簡単に述ぺ、次いでFASPプログラミング

において必要となるハードウエアの碁礎事項、 FASP文法に関して、基礎事項、実行命令、擬似

命令、翻訳機能について述ぺてあります。

又、 MONITOR-Vシステムに関して、デーク管理に関する命令、システムマクロ命令、ジ

ョプ制御言語についても解説してあります。

閥 F230-60FASPプログラミング文法書
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まずFASPがどういうもので店るかについて概説し、 FASPプログラムの標準入出力形式、

文の形式、 FASP言語仕様の記述法について規定してあります。

料

次いでFASP文法に関して、文の構成要素、実行命令、擬似命令、翻訳機能について規定して

あります。

ttl) F230-60MONITOR-Vシステム解説編(I)

MONITOR-Vシステムの詔幾能とその使用法について記述されたものです。

まずモニターとはどういうものか、又MONITOR-V．ンステムがどのような機能をもつか概

説し、次いでその各々について詳しく説明しています。

その内容は、プログラムの構造と結合編集、ジョプ管理とジョプ制御、ライプラリ編集、デーク管

理、クスク管理と制御サービスマクロ命令とから成っています。

⑫ F230-60MONIT0R-Vシステム解説編(J])

MONITOR Vシステムのうちシステム管理、 TSS管理を中心にTSS概説、 BACCU

S、LINED、TESTER、障害判定、操作方法について述ぺてあります。

⑬ F230-60LIED文法書

MONITOR Vシステムのうちの結合編集プログラムLIED (Linkage Edi tor) 

の文法規約について述べたものです。

tt4l F 2 3 o -6 Oジョプ制御言語文法書

処理の手順、計画を記述するジョプ制御言語についてジョプの内容と実行1原序、ジョプの区切り、

ジョプが必要とするデーク、 ファイルの性質などについて記述してあります．

⑮ F230-60LIBE文法書

MONITOR Vシステムのうちプログラムファイルの作成、編集、更新に関するLIBE 

(Library Editor) の機能、形式、規約について解説してあります。

⑯ F230-60デーク管理文法書

MONITOR Vシステムのうち、デーク管理システムについて文法、規約について述ぺたも

のです．

その内容は、ファイル管理機能と入出力管理機能から成り、前者はファイル管理・ンステム設計の

論理仕様について概説し、後者はファイルの創成、参照、変更の際に使用できるマクロ命令と、フ

ァイルの定義方法について記述したものです。

仰 F230-60システムマクロ定義集

処理プログラムの中から依頼できる制御プログラムのサービス機能である・ンステマアクロ命令に

ついて構文とその意味を定めたものです。

デーク管理機能については省かれています。

tt~ F 2 3 O - 6 O＾ードウェア解説書
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一般の電子計算機組織、プログラミングについての一応の知識をもっていることを前提として、

ハードウェアについて解説したものです。

まずFAC0M230-60の特徴をあげ、システムの構成と運用システムの概要、処理装置、デー

クチャネル装置、入出力装置、デーク通信装置、設置設備要領概説等を主な内容としています。

編集後記

広報VOL2、No1がやっと発刊のはこぴとなりました。九州大学大型計算機センクーは、すでに

広報等でお知らせしたように、昨年 6月の米軍ジェット機墜落事故による建物の破壊と、墜落機体の

処理をめぐる紛争のため、当初予定していた今年 1月の稼動開始はおらか、その設立さえあやぶまれ

ていました。しかし利用者の方々の強い要望と、学内外の暖かいご支援により、 44年度予算が認め

られ、また仮設建物も内定したので、センクーでは 3月稼動開始を目標に鋭意努力中であります。

この間の事情は広報なり速報なりで、本来お知らせすぺきでありましたが事態が非常に流動的であ

ったため、確たる情報を提供できませんでした。この点深くお詫びいたします。

d II'『崖l「[I予尊

4 4年度の予算は認められましたが、運営費も少額である上に、 44年度の定員増は 1人も認めら

れなかったので、仮設による不便さと相ま って、センターの前途は多難と思われます。センクー隙員

もこの困難をのり切るためでぎるだけの努力をいたしますが、利用者の方々のご理解とご協力を切に希

望いたします。

この広報忙は、課題登録の方法、センクー利用手順等業務に関することは一切掲載しておりません。

これらセンクー利用上利用者の方々に知っていただく必要のあることはすべて、 「利用の手引」とし

て別にお届けします。

センクー開設が遅れ、利用者の皆様に大変ご迷惑をおかけしていることをお詫ぴすると共にこれま

でのご支援に感謝いたします。

（有田記）
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